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今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななななななな内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

保健医療のページ・・Ｐ１８

子育てのページ・・・Ｐ１９～２１

今月の相談・・・・・Ｐ２２

くらしのページ・・・Ｐ２２～２５

ゆとりのページ・・・Ｐ２６～３１

人口　１１万３８６５人（男性５万４０８１人、女性５万９７８４人）　世帯数　５万５０５世帯

４４
NoNo..8０8０７７

平平成成２２９９年年
２０１２０１７７

平成２９年度施政方針・予算・・・・・・・Ｐ２～４

四季雑感・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

還付金詐欺にご注意ください・・・・・・Ｐ３２

リボン通り（藤沢台一丁目付近、写真は昨年撮影リボン通り（藤沢台一丁目付近、写真は昨年撮影））



２

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳入

会計別予算額

　２９年度予算編成では、将来にわたって市民生活の安心を確保するため、「安心できる子育て・教育環境

の整備」「安心できる医療体制の構築」「安心して暮らせるまちづくり」に重点を置くとともに、持続可能

な財政基盤の構築をめざしました。

今
年
度
の
主
な
実
施
事
業

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平成２９年度施政方針（抜粋）

　わが国の景気は、緩やかな回復基調が続き、雇用・

所得環境の改善な

ど期待感もある一

方で、非正規雇用

者の増加、またイ

ギリスのＥＵ離脱

やアメリカ合衆国

での新政権発足な

ど、先行きの不透

明感を拭い切れな

い状況が続いております。

　平成２７年の国勢調査結果では、調査開始以来、初

めてわが国の人口が減少し、今後の自治体運営にお

いても、将来をしっかり見据えた 舵 取りが、これま
かじ

でにも増して必要であると考えるところです。

　この間、本市におきましては、少子高齢化や人口

減少への対応など、さまざまな行政課題に積極的に

取り組み、市民の皆様が、将来に希望を持ち、安心

して暮らせるまちづくりを進めてまいりました。

　これからも本市が 更 なる発展を遂げることができ
さら

るよう、今後１０年間のまちづくりの指針となる、新

たな「総合ビジョン」を策定させていただき、まち

の将来像の実現に向けた各種施策を、積極的かつ効

果的に実施してまいりたいと考えております。

　平成２９年度予算につきましては、本市の重点施策

であります「子育て・教育」「安全・安心」はもとよ

り、各分野の施策を着実に実施し、市民生活をしっ

かりと支える予算とさせていただいたところです。

　今日、私たちを取り巻く環境は、厳しさを増して

おりますが、今後も「私たちのふるさと富田林」が

「 煌 のまち」として、光り輝き続けることができる
きらめき

よう、そして、新たな「総合ビジョン」に掲げる市

の将来像「ひとがきらめく！自然がきらめく！歴史

がきらめく！みんなでつくる笑顔あふれるまち富田

林」を実現することができるよう、力強く市政を推

進してまいりますので、市民の皆様のご支援・ご協

力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　　　　　　　　　     富田林市長　多田　利喜

※施政方針の全文は、情報公開課または市ウェブサ

イトの「市長のページ」でご覧いただけます。

　
今
年
度
の
予
算
総
額
は
、
一

般
会
計
が
３
９
８
億
円
、
特
別

会
計
が
２
７
８
億
９
３
０
０
万

円
、
公
営
企
業
会
計
の
う
ち
水

道
事
業
会
計
が
　
億
９
０
３
８

３７

万
円
、
下
水
道
事
業
会
計
が
、

　
億
４
０
７
２
万
円
と
な
っ
て

５３い
ま
す
。

　
収
入
（
歳
入
）
の
大
き
な
柱

で
あ
る
市
税
は
、
５
６
２
０
万

円
の
増
（
昨
年
度
比
０
・
４
㌫

の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、

予
算
規
模
の
大
き
い
も
の
か

ら
、
高
齢
者
福
祉
や
生
活
保

護
、
ま
た
保
育
や
子
育
て
の
施

策
に
必
要
と
な
る
経
費
（
民
生

費
）
１
９
３
億
８
７
５
９
万
円
、

教
育
関
係
の
経
費
（
教
育
費
）

　
億
９
１
２
１
万
円
、
予
防
接

４８種
や
清
掃
な
ど
、
健
康
で
衛
生

的
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
た

め
の
経
費
（
衛
生
費
）　

億
１

４５

８
６
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
性
質
別
に
見
る
と
、
予
算
規

模
の
大
き
い
も
の
か
ら
、
扶
助

費
の
１
１
９
億
３
７
５
０
万

円
、
人
件
費
の
　
億
６
５
９
９

７５

万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
な
ど
の
各
会
計
へ
の

繰
出
金
が
　
億
７
３
３
６
万
円

５５

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
　
年
度
予
算
の
状
況
●

29

一
般
会

一
般
会
計計
　
３
９
８
億
円

予
算
総

予
算
総
額額
　
７
６
８
億
２
４
１
０
万
円

市民一人当たりに計算すると
　２９年度の一般会計予算を、今年１月３１日現在の住民基

本台帳人口に基づき、市民１人当たりの額に換算すると

下表のとおりになります（目的別の額）。

合計

３４万

９４６０円

教育費

４万２９４７円

総務費

２万６２５６円

衛生費

３万９６７５円

民生費

１７万２３１円

土木費

２万７４９４円

公債費

２万１７０３円

消防費

１万３７２７円

議会費

３０３０円

農林業費

２３３０円

商工費

１５４０円

災害復旧費・予備費

５２７円
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◇中学３年生までの子ども医療費を助成《３億８０８万円》

　０歳～中学３年生までの入院、通院にかかる医療費を引き続

き助成します。

◇学童クラブの整備《８２３０万円》

　入会希望者の増加に伴い、クラスを増設するための施設整備

を実施します。

◇病児保育の実施《１９６７万円》

　保育所や学童クラブなどに通っている児童を対象に、「病児保

育」を引き続き実施します。

◇家庭的保育の実施《１５４３万円》

　待機児童解消をめざして、０～２歳ま

での子どもを保育する「家庭的保育」を

新たに実施します。

◇産後ケア事業の実施《１６５万円》

　産後ケア事業を引き続き実施します。

◇学校給食センターの建て替え《９億４３８９万円》

　小学校給食において、新たな学校給食センターの建て替えを

引き続き実施します。

◇生涯学習施設の開設《１４３８万円》

　旧公会堂跡地に、若者の交流や生涯学習活動の拠点となる生

涯学習施設「富田林市きらめき創造館」を開設します。

◇英語教育の充実《２４６７万円》

　外国人英語指導助手の小学校への配置日数を増やします。

◇中学校教育用パソコンの更新《４２５１万円》

　中学校のパソコン機器などをリニューアルします。

◇生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援の実施

《１１００万円》

　生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援を対象者の範囲

を拡充して実施します。

◇富田林病院の建て替え

《１億５９１４万円》

　３１年度中の一部供用開始をめざし、

老朽化が進む富田林病院の建て替えを

大阪府済生会と連携して実施します。

◇市民検診の充実《１２８７万円》

　大腸がんの個別検診やがんミニドックの日曜日実施を新たに

実施します。

◇「金剛きらめきイルミネー

ション」の実施《１５００万円》

　実施地域を拡大し、内容を充実し

ます。

◇若者・女性に対する雇用支援策の実施《３００万円》

　市内企業への見学会や就労マッチングを引き続き実施します。

◇産学官連携による研究費補助の拡充《６００万円》

　企業と大学が連携した新技術・新商品の開発費用に対して新た

に補助します。

◇農を 活 かした産業連携による
い

仕事創出の実施《１０８０万円》

　「えび芋」をはじめ、富田林産の農産

物を活用し、農業を軸とした新たな雇

用創出を目的とした事業を引き続き実

施します。

◇Ｏｎｌｙ　Ｏｎｅの魅力発信《４９８万円》

　本市を中心とした近鉄長野線沿線の魅力発信を引き続き実施

します。

◇防災用備蓄資機材などの配置《１１２０万円》

　地震や風水害などの災害に備え、避難所などに防災用備蓄資

機材などを引き続き整備します。

◇市庁舎現状調査の実施《９８０万円》

　災害時の防災拠点としての機能を果たせるよう、市庁舎の耐

震化などに向けた検討を実施します。

◇街路灯のＬＥＤ化の実施

《１１５０万円》

　省エネルギー化のため、市全域の街路

灯をＬＥＤ化します。

◇鉄道高架事業《２億７２２４万円》

　府道美原太子線（粟ケ池バイパス）と市道桜井１号線が交差す

る近鉄長野線の鉄道高架事業に、府市共同事業として引き続き

取り組みます。

◇空き家対策の実施《１４００万円》

　空き家実態調査の実施と不良空き家などの除去費用を新たに

補助します。

◇地方公会計の整備《３８０万円》

　地方公会計を整備し、適切な行財政運営をします。

◇市民ワークショップの実施《２８０万円》

　「総合ビジョン」の浸透・市民協働の意識醸成のため、市民ワー

クショップを実施します。

主体的な市民参加と協働によ主体的な市民参加と協働によるるまちづくりまちづくり

将来を見据えた持続可能将来を見据えた持続可能なな行財政運営の推進行財政運営の推進

魅力のあふれ魅力のあふれるるまちのにぎわいづくまちのにぎわいづくりり

みんなで支え合みんなで支え合うう健やかで心豊か健やかで心豊かなな暮らしづくり暮らしづくり

未来への希望を育未来への希望を育むむ子育て・教育子育て・教育

安全・安心で美しく快適安全・安心で美しく快適ななまちづくりまちづくり

29年度予算の

主な実施事業
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 四季雑感　   富田林市長　多田　利喜

　４月を迎え、気分も新たに２９年度のスタートを切る季

節となりました。入学、入社などそれぞ

れの人生の歩みの中で、大きな節目の時

期であることは間違いありません。

　さて、開設以来、今年で４０年を迎える

富田林病院ですが、施設や設備の老朽化

が相当進んでいます。今後も地域の中核

を成す公的病院として、市民の皆さんに良質な医療を安

定的に提供するために、病院の指定管理者である大阪府

済生会と協議を重ね、このたびようやく建て替えに関す

る合意が整い、市議会のご理解もいただき、２月に両者

の間で基本協定書を締結することができました。

　今後は建て替えに向け、大阪府済生会とともに具体的

に取り組んでいくことになりますが、最大の課題である

医師の確保については、近畿大学医学部附属病院との連

携が確約されており、完成後は、市民の皆さんにこれか

らも安心して医療を受けていただける体制が整うものと

考えています。

　工事の着工まではしばらく時間を要し、また、着工後

は病院を利用される人や入院患者さん、付近にお住いの

皆さんには、何かとご迷惑をお掛けすることになると思

いますが、何とぞ、ご理解・ご協力をお願いします。

　なお、具体的な予定については、今後、広報誌などを

通じ、随時お知らせしていきます。

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
こ
れ
ま
で
満
　
歳
以
上
の
人

４０

で
、
職
場
な
ど
で
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
富
田
林
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
、
新
堂
診
療
所
で

大
腸
が
ん
検
診
が
受
診
で
き
ま

し
た
が
、
５
月
よ
り
受
診
で
き

る
医
療
機
関
を
拡
大
し
、
市
が

委
託
す
る
　
の
医
療
機
関
で
も

５１

受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
年
度
内
に
市
が

実
施
し
て
い
る
「
が
ん
ミ
ニ

ド
ッ
ク
」
や
「
セ
ッ
ト
健
診
」
、

各
医
療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検

大
腸
が
ん
検
診
を
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関

で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

診
な
ど
と
、
市
が
委
託
す
る
医

療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検
診
を

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
診
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
、
４
月
号
広
報
に
折

り
込
み
の
「
平
成
　
年
度
保
健

２９

事
業
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
１
日

～
　
年
３

３０

月
　
日


３１
内
容
　
大
腸
が
ん
検
診（
問
診
、

便
潜
血
反
応
検
査
）

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
中
央
・
金
剛
図
書
館
は
、
こ

れ
ま
で
祝
日
は
原
則
休
館
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
、
市

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月よよよよよよよよよよ４月よりりりりりりりりりりり

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝日日日日日日日日日日もももももももももも開開開開開開開開開開館館館館館館館館館館　祝日も開館！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館～図書館ががががががががががが

よよよよよよよよよよりりりりりりりりりり便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利にににににににににに　より便利に～～～～～～～～～～～

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
祝
日
（
１
月
１

日
を
除
く
）
も
午
前
　
時
～
午

１０

後
６
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
図
書
館
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
　
火
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
＝
午
前
　
時
～
午

１０

後
８
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

＝
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

翌
平
日
を
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館

〔

　
４
９
２
１
〕、
金
剛
図

（２５）

書
館
〔

　
１
１
７
１
〕

（２８）



６

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

を
教
訓
と
し
て
、　

年
６
月
に

２５

災
害
対
策
基
本
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
新
た
に
「
避
難
行
動
要

支
援
者
（
災
害
の
際
に
自
ら
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
）」
に

係
る
名
簿
の
作
成
を
市
町
村
に

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿
ににににににににににににににににににににに
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
をををををををををををををををををををををを

義
務
付
け
る
な
ど
、
避
難
行
動

要
支
援
者
対
策
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
時

の
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
と

し
て
、
ご
本
人
の
申
し
出
な
ど

に
よ
り
「
避
難
行
動
要
支
援
者

安全で安心して暮らせるまちづくりに向けて
市設置型防犯カメラが稼働しています

　本市では、「安全で安心して暮らせるまちづくり」に向け、

富田林警察署と連携した２８年度緊急対策事業として、市内

１００カ所、全小学校区に設置した防犯カメラが犯罪を抑止

するため稼働しています。

問い合わせ　総務課（内線３４１）

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
　
年
度
中
に
締
結
し
た
協
定

２８
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体ととととととととととととととととととととと災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時各種団体と災害時のののののののののののののののののののののの

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ををををををををををををををををををををを結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででででででででででいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままま応援協定を結んでいますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　「
病
児
保
育
事
業
」
と
は
、
保

護
者
が
勤
務
な
ど
で
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
病
気

の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス
ペ
ー
ス

で
一
時
的
に
保
育
す
る
事
業
で

す
。
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
保
育

所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
小
学
６
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
で
、
病
気
の
回
復
期

や
回
復
期
に
至
ら
な
い
が
当
面

の
症
状
に
急
変
が
認
め
ら
れ
な

い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
者
に
は
、
認
可

外
保
育
施
設
や
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
を
継
続
利
用
中
で
、
保

護
者
が
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

登
録
が
毎
年
度
必
要
で
す
。

実
施
施
設
　
富
田
林
病
院
内
保

育
施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」

病
児
保
育
事
業
の
ご
利
用
を

保
育
時
間
な
ど
　
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、

午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間
ま
で

利
用
者
負
担
　
日
額
２
５
０
０

円
（
別
途
給
食
代
が
必
要
）

事
前
登
録
　
利
用
登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
こ
ど

も
未
来
室
へ
（
郵
送
不
可
）

※
同
申
請
書
は
、
こ
ど
も
未
来

室
お
よ
び
市
内
保
育
所
・
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
は
各
施
設
で

配
布
し
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

事
前
登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る

チ
ラ
シ
、
ま
た
は
子
育
て
応
援

サ
イ
ト
「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

t

tp
://to

n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
同
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

名
簿
」
に
登
録
し
、
支
援
が
必

要
な
人
の
情
報
を
適
切
な
情
報

管
理
の
下
、
地
域
の
支
援
組
織

に
提
供
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た

は
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
、
２
８
５
）

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
ののののののののののののののののののののの
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
ををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

年
度
分
の
事
前
登
録
を
受
け
付
け
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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７

　
本
市
で
は
、
４
月
　
日

か

１０

ら
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
」の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
該
当
者
は
市
ま
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。「
　
年
度
臨
時
福
祉

２８

給
付
金
」
を
受
給
さ
れ
た
人
に

は
、
４
月
上
旬
よ
り
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
の

人
で
申
請
書
が
必
要
な
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
　
年
度
臨
時
福
祉
給

２８

付
金
の
支
給
対

象
者
　

※
昨
年
（
　
年
）

２８

１
月
１
日
時
点

に
お
い
て
本
市

に
住
民
登
録
を

し
て

い
る

人

で
、　

年
度
住

２８

民
税
が
非
課
税

の
人
（
　
年
度

２８

住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
等

に
な
っ
て
い
る

人
や
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
は

除
く
）。

※
詳
し
く
は
、

上
図
「
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経

済

対

策

分

）

対

象

者

診

断

チ
ャ
ー
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
一
人
に
つ
き
１
万
５

０
０
０
円

給
付
方
法
　
口
座
振
込
に
よ
り

支
給

必
要
書
類
　
申
請
者
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
世
帯
で
申

請
す
る
場
合
は
世
帯
全
員
分
の

書
類
が
必
要
で
す
）、
振
込
先

口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
（
　２８

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給

さ
れ
た
人
で
同
一
口
座
へ
振
り

込
み
希
望
の
場
合
は
不
要
）

申
し
込
み
　
４
月
　
日

～
　

１０

１０

月
　
日

ま
で
に
申
請
書
に
必

１０
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
で


５
８
４
・
８
５
１
１
　
市
役
所

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
２
階
特
設
受
付
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
2
階
特
設
受
付

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後

５
時
　
分
）。

３０

※
４
月
　
日

、　
日

の
２
日

１５

２３

間
は
市
役
所
、
金
剛
連
絡
所
と

も
特
設
受
付
を
開
設（
た
だ
し
、

市
役
所
の
受
付
場
所
は
　
日


１５

＝
地
下
９
０
２
会
議
室
、　

日
２３


＝
地
下
９
０
４
会
議
室
）。

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

厚
生
労
働
省
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.2
k
y
u
fu
.j

p
/

〕
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
 〔

０
５
７
０
（
０
３
７
）
１

９
２
〕
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
））））））））））））））））））））））

の
申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

け
付
け
を
開
始
し
ま
すす

とき　４月２７日～３０日、午前１０時～午後４時　

ところ　津々山台公園

緑化フェア（内容など）

◆松の 剪  定 講習（４月２７日の午後１時３０分～、２９日の
せん てい

午前１０時～）

◆木の魚で釣り大会（４月２７日の午後３時～、２９日の

午前１１時～）

◆寄せ植え講習（４月２８日の午前１０時～受け付け、先着

２０人、有料）

◆庭のＤＩＹ講習（４月２８日の午後１時３０分～）

◆木の動物置物作り（クラフト体験）（４月２９日、３０日

のいずれも午前１０時～、先着各５０人）

◆家庭菜園の土づくり講習（４月２９日の午後１時３０分～）

◆花と緑のビンゴゲーム（４月２９日の午後２時３０分～、

３０日の午後１時３０分～、小学生以下対象）

◆庭木の 剪  定 講習（４月３０日の午前１０時～）
せん てい

◆これ何の種クイズ（４月３０日の午前１１時～、小学生以

下対象）

◆緑のオークション（園芸資材などの競り売り）（４月３０日

の午後３時～）

◆「まちの樹・緑」図画コンクール（２８年度）入賞作品展

◆樹木医相談（みどりの相談）

◆緑のリサイクルコーナー

◆こどもクラフトコーナー（小学生以下対象）

◆緑化苗の無料配布（４月号広報に折り込みの「市緑化フェ

ア＆植木市」の引換券をご持参ください）　※無くなり次第

終了します。

植木市（内容）

■ミニ庭園の展示販売　

■鉢花、花木、苗木、庭園樹、肥料、土、わら、資材などの販売

■庭造り相談

問い合わせ　みどり環境課（内線４３１）、市公園緑化協会（内

線４０９）

衛

疫

鋭

益
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４
月
　
日

～

１０
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こ
れ
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
（
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
　
年
以
上
必
要
で

２５

し
た
が
、
８
月
１
日

か
ら
は

資
格
期
間
が
　
年
以
上
あ
れ
ば

１０

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人
は
手
続
き
が

必
要
で
す

　
　
歳
以
上
で
対
象
と
な
る
人

６５
に
は
、
７
月
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」
が

順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
き
ま

し
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
提
出
先
は
同
請
求

書
に
記
載
）。
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
な
ど
に
応
じ
て
、
支
給

さ
れ
る
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
資
格
期
間
が
　
年
１０

に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
）
の
配
偶

者
期
間
や
、
年
金
記
録
が
統
合

で
き
て
い
な
い
場
合
な
ど
を
含

め
る
と
、
年
金
受
給
資
格
期
間

の
　
年
を
満
た
す
場
合
も
あ
り

１０
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
５
）

１
１
６
５
〕、
天
王
寺
年
金
事

務
所
〔

０
６
（
６
７
７
２
）

７
５
３
１
〕

※
本
市
に
お
い
て
、
日
本
年
金

機
構
職
員
を
 騙
 る
者
か
ら
の
、

か
た

還
付
金
詐
欺
の
事
象
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
　３２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
お
知
ら
せ
と
納

付
方
法

◆
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
で
な
い
場
合
）

　
今
年
7
月
に
、　

年
度
の
後

２９

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

（
本
算
定
）
に
係
る
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通

知
書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
基
づ
き
、
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、　
月
か
ら
特
別

１０

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

年
6
回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受

給
時
に
、
次
の
と
お
り
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
4
・
6
・
8
月
分

　
　
年
度
は
普
通
徴
収
で
納
付

２８
さ
れ
て
お
り
、
誕
生
月
に
よ
り

今
年
4
・
６
・
８
月
か
ら
新
た

に
特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、

　
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と
に

２８仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
「
保
険

料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
と

「
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
今
年
2
月
に

保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
、
4

月
の
年
金
受
給
時
に
は
、
2
月

の
納
付
額
と
同
額
を
仮
徴
収
額

と
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
の
で

通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
　
・
　

・
2
月
分

１０

１２

　
　
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

２９
保
険
料
が
決
定
（
本
算
定
）
さ

れ
、　

月
分
以
降
が
特
別
徴
収

１０

と
な
る
場
合
、
7
月
に
「
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入

通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。　

月
以
降
の
年
金
受

１０

給
時
に
、　

年
中
の
所
得
に
基

２８

づ
い
て
計
算
さ
れ
た
年
間
保
険

料
（
本
算
定
額
）
か
ら
仮
徴
収

な
ど
に
よ
り
、
す
で
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
金
額
を
差
し
引
い

た
額
を
、
支
払
い
回
数
に
振
り

分
け
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
人
や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に

変
更
さ
れ
る
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
口

座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き

ま
す
。
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、

預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
の
届

け
出
印
、
被
保
険
者
証
を
福
祉

医
療
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通

帳
の
届
け
出
印
に
代
わ
り
、
金

融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
持
参
す
る
こ
と
に
よ
り
簡
単

に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き

る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
医
療
課

（
内
線
1
5
8
、
1
5
9
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
お
知
ら
せ

骨髄バンクドナーに助成金を交付しています

　本市では、白血病などの治療に有効な骨髄移植を推進

し、骨髄バンクへのドナー登録者増加を図るため、骨髄移

植の提供者（ドナー）に対して、助成金を交付しています。

対象者（次の全てに該当する人）

◎本市に住民登録をしている人

◎（公財）日本骨髄バンクが実施している「骨髄バンク」

に登録し、提供を証明する書類の交付を受けている人

◎骨髄・末梢血幹細胞の提供を２５年４月１日以降に完了した人

助成額　骨髄の提供に際して入院および通院に要した日数

で１日当たり２万円（上限１４万円）

申し込み　市ウェブサイトの各課のページ「健康づくり推

進課」からダウンロードした骨髄移植ドナー支援事業助成

金交付申請書に必要事項を記入し、日本骨髄バンクが発行

する提供を証明する書類を添えて、提供を完了した日の属

する年度の３月末日、または完了日から１４日以内のいずれ

か遅い日までに保健センター〔(２８)５５２０〕へ（郵送不可）

※必要書類など詳しくは、お問い合わせください。　



９

　
本
市
で
は
、
国
が
指
定
す
る

定
期
接
種
対
象
者
（
今
年
度
、

　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

６５

７０

７５

８０

８５

９０

９５

１
０
０
歳
に
な
る
人
）
だ
け
で

な
く
、
　

歳
以
上
の
人
に
成
人

６５

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

●
　
歳
以
上
（
昭
和
　
年
４
月

６５

２８

１
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
初
め

て
接
種
す
る
人

●
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
、
心

６０

６５

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
り
免
疫
機
能
に

障
害
を
有
し
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
ま
た
は
同
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人

※
こ
れ
ま
で
に
接
種
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
再
接
種
す
る
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
、
5

年
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
ののののののののののののののののののののの
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

　
歳
以
上
の
人
にににににににににににににににににににににに

66666666666666666666655555555555555555555565成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺
炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎
球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球
菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
のののののののののののののののののののののの

費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

実
施
期
間
　
４
月
１
日

～
　３０

年
３
月
　
日

ま
で

３１

実
施
医
療
機
関
　
４
月
号
広
報

に
折
り
込
み
の
「
平
成
　
年
度

２９

保
健
事
業
案
内
」
に
記
載

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種

希
望
の
場
合
は
助
成
額
（
上
限

あ
り
）
を
還
付
し
ま
す
の
で
、

接
種
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
　
３
０
０
０
円
　

※
定
期
接
種
対
象
者
で
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕
へ

（２８）

※
接
種
前
に
必
ず
保
健
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直

接
医
療
機
関
に
行
っ
て
も
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

　
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活

動
（
清
掃
活
動
、
防
火
・
防
災

活
動
、
防
犯
活
動
、
社
会
福
祉

活
動
な
ど
）
中
の
事
故
・
災
害

に
対
し
、
責
任
者
の
賠
償
責
任

や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る
入

院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で

 補
  填
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

ほ
 
て
ん

民
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一

括
加
入
し
、
保
険
料
も
市
で
負

担
し
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
保
険
加
入
申
請

２９
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お
り
で

す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日

～
　３０

年
６
月
１
日


加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
限
度
額
＝
被
害
者
１
人
に
つ

き
２
０
０
０
万
円
、
１
事
故
に

つ
き
１
億
円
（
免
責
１
万
円
）

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
～
２
０
０
万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
文
化
・
親

睦
活
動
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

１４

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、
市
民
協
働

課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係
す
る

部
署
へ
　

※
初
め
て
加
入
申
請
さ
れ
る
団

体
は
、
会
員
名
簿
を
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険住民活動災害保障保険のののののののののののののののののののののの

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入加入申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請をををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付受け付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
口
の
中
の
衛
生

状
態
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
増

加
す
る
こ
と
に
よ
り
歯
肉
炎
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
、
進
行
も

早
く
な
り
ま
す
。

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を
受
け

て
、
早
産
な
ど
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
る
歯
周
病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

内
容
　
問
診
、
歯
科
健
康
診

査
、
歯
科
保
健
指
導
（
指
定
の

歯
科
医
院
で
妊
娠
中
に
１
回
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
者
　
市
内
在
住
で
妊
娠
中

の
人

※
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診

券
」
は
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診

券
つ
づ
り
の
中
に
あ
り
ま
す

（
前
年
度
に
お
渡
し
し
て
い
る

受
診
券
も
使
用
で
き
ま
す
）。

※
受
診
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
、
４
月
号
広
報
に
折

り
込
み
の
「
平
成
　
年
度
保
健

２９

事
業
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

29年度分



１０

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、　

年
３
月
　
日

ま

３０

３０

で
に
実
施
し
、
確
認
書
類
を
提

出
で
き
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。 文

化
事
業
を

助
成
し
ま
す

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す

る
と
き

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

申
し
込
み
　
４
月
３
日

～
　２８

日

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）〔

　
１
（２４）

４
５
１
〕
へ
　
※
申
請
書
は
４

月
３
日

～
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

中学生・高校生・大学生を中心とした 
「青少年委員会」のメンバーを募集   
～「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市きききききききききききききききききききききききききききききらららららららららららららららららららららららららららららめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめききききききききききききききききききききききききききききき創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館「富田林市きらめき創造館」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を一緒
に盛り上げよう！～
　本市では、旧公会堂跡地（常盤町１６の１１）に建設中

の「若者の育成拠点」と位置付けた新施設「富田林市

きらめき創造館」の９月オープンに向け、準備を進め

ています。

　このたび、活気あふれる施設をめざし、施設で実施

するイベントや講座を一緒に考えてくれる「青少年委

員会」のメンバーを、昨年度に引き続き募集します。

　同創造館を、青少年が楽しみながら成長できる場

所、困ったことを解決できる場所にするために、ぜひ

若い皆さんの力を貸してください。

対象者　市内在住・在学・在勤で中学１年生～３０歳未

満の人　募集　３０人

申し込み　４月１７日～５月１２日までに、生涯学習

課〔(２４)１４５１〕へ（申し込み多数の場合抽選）

ここここここここここここここここここここここ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ののののののののののののののののののののの
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををををををををををを
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒
ににににににににににににににににににににに
あああああああああああああああああああああ
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ
ままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

の
ぼ
り
を
一
緒
に
あ
げ
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
会
で
は
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り

を
石
川
河
川
敷
に
あ
げ
て
い
ま

す
。
今
年
は
４
月
９
日

～
５

月
　
日

ま
で
、
石
川
河
川
敷

１４
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
い
の
ぼ

り
を
あ
げ
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
一
緒
に
こ
い
の

ぼ
り
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
４
月
９
日

、
午
前
　
時
１０

に
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
で
は
使
わ
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
占
部
さ
ん〔

０

９
０
（
３
２
８
４
）
１
１
２
０
〕

マンホールカードの

配布を開始します

　「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
と
は
、

（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
が

事
務
局
を
務
め
る
下
水
道
広
報

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）

が
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
、
日

本
各
地
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

の
図
柄
を
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の

由
来
と
と
も
に
紹
介
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
用
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
市
で
も
同

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
４
月
３
日


よ
り
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

配
布
場
所
　
下
水
道
課
窓
口

で
、
手
渡
し
で
無
料
配
布

※
配
布
は
、
一
人
一
枚
ま
で
で

す
。
事
前
予
約
や
郵
送
で
の
配

布
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
配
布
時
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
　
分
３０

配
布
枚
数
　
２
０
０
０
枚

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすご存じですかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー無期転換ルールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
労

働
契
約
法
の
改
正
に
よ
り
、　２５

年
４
月
か
ら
、
有
期
労
働
契
約

が
５
年
を
超
え
て
反
復
更
新
さ

れ
た
場
合
、
労
働
者
の
申
し
込

み
に
よ
り
期
間
の
定
め
の
な
い

無
期
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る

ル
ー
ル
で
す
。

　
　
年
４
月
以
降
に
１
年
ご
と

２５
に
更
新
し
て
い
る
有
期
契
約
労

働
者
は
、　

年
４
月
１
日

か

３０

ら
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
し

ま
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
は
、
働
く

人
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
無
期
転
換
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

※
詳
し
く
は
、
有
期
契
約
労
働

者
の
無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
〔h

ttp
://m

u
k
i.m
h
lw
.g
o
.

jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
労
働
局
指

導
課
〔

０
６
（
６
９
４
９
）

６
４
９
４
〕



１１

農
園
名
・
開
設
場
所
　
①
平
町

農
園
＝
平
町
二
丁
目
、
②
若
松

町
農
園
＝
若
松
町
四
丁
目
、
③

宮
甲
田
農
園
＝
甲
田
六
丁
目
、

④
川
西
農
園
＝
甲
田
五
丁
目
、

⑤
西
板
持
農
園
＝
西
板
持
町
一

丁
目

募
集
区
画
数
　
①
４
区
画
、
②

５
区
画
、
③
④
３
区
画
、
⑤
１

区
画 市市市市市市市市市市市市市

民民民民民民民民民民民民民
体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験
農農農農農農農農農農農農農

市
民
体
験
農
園園園園園園園園園園園園園園

利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用
者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募

利
用
者
を
募
集集集集集集集集集集集集集集

　
３
月
　
日
～
　
日
の
間
に
、

１５

２８

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　
シ
ー
ル
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
至
急
衛
生
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
郵
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の

領
収
書
、
賃

貸
契
約
書
、

郵

便

物

な

ど
）
と
印
鑑

を
持
参
し
、

衛
生
課
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
ご
み
置
場
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
す
る
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

●
補
助
対
象
団
体
　

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
で
ご
み

置
場
を
管
理
し
て
い
る
団
体

●
対
象
と
な
る
器
具
　

①
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト

※
ご
み
置
場
１
カ
所
に
つ
き
１

個
の
み
、
１
回
の
申
請
に
つ
き

５
個
ま
で
。

②
生
ご
み
ガ
ー
ド

※
１
回
の
申
請
に
つ
き
１
個
の

み
、
各
団
体
に
つ
き
各
年
度
２

個
ま
で
。

●
補
助
金
額

い
ず
れ
も
購
入
価
格
の
２
分
の

１
の
額
（
消
費
税
は
除
く
）
で
、

①
は
、
１
個
当
た
り
１
０
０
０

円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切
り
捨

１０

て
）、
②
は
、
１
個
当
た
り
７
５

０
０
円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切

１０

り
捨
て
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
ご
み
置
場
の
位
置
図

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ラララララララララララララララララララララララララ
カ
ラ
スススススススススススススススススススススススススス
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

よ
け
ネ
ッ
ト
、
生
ご
み
ガ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ののののののののののののののののののののののののの
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままま

の
購
入
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
年
度
分

２９無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
し
た

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のう

ち、直径２.５（マイクロは１００万分の1）以下の特に小さ

な粒子で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成分で

す。府では、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視のペー

ジ〔http://taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開し

ています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度

レベルを超える場合は、注意喚起の情報が府の防災情報

メールで配信されます。なお、注意喚起が発令された場合

は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動はでき

るだけ避けてください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録

方法についてはおおさか防災ネットホームページ

〔http://www.osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕

をご覧ください。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報

も配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

※
１
区
画
約
　
平
方
㍍
。

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
消

２０

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、

５
８
４
・
８
５

１
１
　
市
役
所
農
業
振
興
課
内

市
民
体
験
農
園
受
付
係
（
内
線

４
４
５
）へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
ご
み
収
集
は
通
常
ど
お

り
で
す

　
ご
み
は
、
祝
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）
も
日
程
ど
お
り
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
祝
日
は
ご
み
の

量
、
交
通
状
況
な
ど
に
よ
り
、

通
常
よ
り
収
集
時
間
が
早
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

午
前
７
時
か
ら
、
資
源
ご
み
は

午
前
９
時
か
ら
順
次
収
集
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）



１２

　
４
月
　
日

～
　
日

ま
で

１８

２７

の
間
、「
子
ど
も
と
女
性
を
対
象

と
す
る
犯
罪
の
被
害
防
止
」「
特

殊
詐
欺
の
被
害
防
止
」「
ひ
っ
た

く
り
お
よ
び
自
動
車
を
対
象
と

す
る
犯
罪
の
被
害
防
止
」
を
重

点
に
、
春
の
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
期
間
中
、
市
防
犯

委
員
会
な
ど
と
協
力
し
、
駅
前

で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な

ど
、
犯
罪
防
止
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

・
自
転
車
の
か
ご
に
は
、
ひ
っ

た
く
り
防
止
の
カ
バ
ー
な
ど
を

付
け
ま
し
ょ
う

・
昼
夜
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
通

り
の
多
い
明
る
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う

●
車
上
・
部
品
狙
い
の
被
害
防

止・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
カ
ー

ナ
ビ
の
盗
難
防
止
に
「
盗
難
防

止
ネ
ジ
」
や
「
盗
難
防
止
装
置
」

を
付
け
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕　

（２５）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運

春
の
地
域
安
全
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
 

　
　
　
　
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
親
子
等
近
居
募
集
は
、
介
護

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
市
営
甲
田
住
宅

に
つ
い
て
は
第
二
中
学
校
区
内

に
、
市
営
若
松
団
地
に
つ
い
て

は
第
一
中
学
校
区
内
に
、
親
族

が
居
住
し
て
お
り
、
近
居
す
る

こ
と
に
よ
り
双
方
の
利
益
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集

は
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た
め
、
申
込
者

が
第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
居
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅錦織・甲田住宅、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地ののののののののののののののののののののの入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居市営若松団地の入居者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

す
。

申
込
書
の
配
布
　
４
月
３
日


～
　
日

ま
で
住
宅
政
策
課
、

１７
金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
南
河
内
府
民
セ
ン

タ
ー
で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）

申
し
込
み
　
４
月
３
日

～
　１７

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

指
定
の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

府営住宅の入居者を募集（29年度府営住宅総合募集）

　新婚世帯や小学生以下の子どもを含む親子を中心とする世帯を対象とした

「新婚・子育て世帯向け」の他、「一般世帯向け」、「福祉世帯向け」、「車いす常用

者世帯向け」な

どの応募区分ご

とに府営住宅の

入居者を年６回

募集します（上表参照）。

申込書および募集案内の配布　住宅政策課、金剛連絡所、南河内情報プラザ（南

河内府民センタービル１階）などで配布（土・日曜日、祝日は除く）

申し込み　申込書に必要事項を記入し、指定の封筒で郵送（府営住宅藤井寺管

理センターホームページ〔http://www.osakafueijutaku.jp/〕からも申し込みで

きます）

※申し込みにあたっては、収入基準などの申込資格を満たしている必要があり

ます。詳しくは募集案内をご覧ください。

※過去の総合募集で応募割れのあった住宅の随時募集も通年実施しています。

問い合わせ　同管理センター〔０７２(９３０)１０９３〕（日曜日、祝日、年末年始は除

く、午前９時～午後５時４５分）



１３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

た
取
り
組
み
が
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
４
月
６
日

～
　
日

ま
で

１５

の
間
「
ル
ー
ル
無
視
　
子
ど
も

が
見
て
る
　
そ
の
行
動
」「
抱
っ

こ
よ
り
　
深
い
愛
情
　
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
」「
気
の
ゆ
る
み
　

一
杯
だ
け
が
　
命
と
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
に
交
通
事
故
防
止
に
向
け

●
交
通
安
全
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す

　
交
通
安
全
教
室
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き
　
４
月
８
日

、
午
前
　１０

時
～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル（
寿
町
三
丁
目
７
の
７
）

入
場
料
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

交
通
機
関
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
自
動
車
の
大
衆
化
）
な
ど
が

原
因
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
が
減
少
し
、
各
地
で
電
車

や
バ
ス
の
路
線
が
減
便
・
廃
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
自
家
用
車
を
持
た
な
い
人
や

車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ

て
公
共
交
通
機
関
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
移
動
手
段
で
あ
り
、

地
域
の
公
共
交
通
を
守
り
、
育

て
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
市
内
の

路
線
バ
ス
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
た
「
市
ら
く
ら
く
バ
ス

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
バ
ス
マ
ッ
プ
は
、
市
内
の

各
公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け

て
い
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
道
路
交
通

課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
同

バ
ス
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
公

共
交
通
機
関
で
お
出
掛
け
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（障害者差別解消法）」の施行から１年

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」が２８年４月に施行され、ちょうど１年が過ぎま

した。

　障がいを理由とする差別をなくすことは、全ての人にとっ

て暮らしやすい社会につながります。

　障がいを理由とする差別には、「不当な差別的取り扱い（障

がいを理由として、正当な理由なく障がいのない人と違う扱

いをすること）」と、「合理的配慮の不提供（障がいのある人か

ら何らかの配慮を求める意思の表明があった場合に、重い負

担がないのに必要な配慮をしないこと）」があります。

　障がいの有無に関わらず、誰もがお互いに人格と個性を尊

重し、共に支え合う「共生社会」を実現するためには、障が

いや障がいのある人のことを正しく理解し、必要な配慮を考

えていくことが大切です。

　「何かお手伝いすることはありませんか？」と声を掛け「あ

りがとう！」でつながる温かい社会をめざしましょう。

問い合わせ　障がい福祉課（内線４３４）

「ヘイトスピーチ解消法」と「部落差別解消推
進法」をご存じですか

　近年、特定の人種や民族に対する差別的言動や、社会から

排除しようとする行為が問題となっていることから、２８年６

月に「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向け

た取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」、が施

行されました。

　また、インターネット上などで悪質な部落差別事象が発生

していることから、２８年１２月に「部落差別の解消の推進に関

する法律（部落差別解消推進法）」が施行されました。

　これらの法律では、相談窓口の充実や広報による周知、教

育・啓発の充実、実態調査の実施など国や地方公共団体が取

り組むべき施策について明記されています。

　本市では、これらの法律に基づき、今後さまざまな施策に

取り組んでいきます。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で

開設します。申請者本人がお越しください。

とき　４月２日、午前９時～正午　

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コー

ナー）　※持ち物など詳しくはお問い合わせ

ください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ららららららららららららららららららららら
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
ららららららららららららららららららららら
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
バババババババババババババババババババババ
ススススススススススススススススススススス
マママママママママママママママママママママ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
プププププププププププププププププププププ
ををををををををををををををををををををを
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

～
市
ら
く
ら
く
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１４

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

、
７
月

３０

号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
嵐
」）
は
５
月
　
日

、

３１

８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

ま
で
に
応

３０

募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

平
凡
が
似
合
う
私
の
生
き
る
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
町
　
　
　
　
池
田
　
和
子

∧
選
評
∨
こ
の
世
に
生
れ
て
か
ら
の
長
い
旅
路
は
曲

り
く
ね
っ
て
は
止
ま
る
荒
野
と
平
野
。

　
そ
し
て
 紆
 余
曲
折
は
喜
怒
哀
楽
と
手
を
つ
な
ぐ
。

う

故
に
こ
の
世
に
生
れ
て
か
ら
の
長
い
旅
路
は
泣
い
た

り
、
笑
っ
た
り
の
大
き
な
心
と
い
う
器
を
旨
と
し
て
…
。

平
和
や
な
ー
手
に
銃
剣
が
今
は
 鍬
 

く
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
　
　
清
井
　
浩

手
の
平
に
無
欲
の
彩
を
遊
ば
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台
　
前
田
　
ト
シ
子

平
凡
を
重
ね
て
築
く
金
字
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
台
　
　
　
　
粟
田
　
昌

泣
き
笑
い
平
均
台
を
行
く
わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
　
　
児
玉
　
節
子

平
凡
に
生
き
る
秘
 訣
 は
 匙
 加
減

け
つ
 

さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
　
正
木
　
浩

外
は
雨
道
は
平
か
坂
道
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
青
葉
丘
町
　
首
藤
　
洋
子

四
捨
五
入
愛
の
残
像
だ
け
の
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
吟

※
５
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
３
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）
。

３１

富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
　
今
月
の
宿
題
「
平
」

美山台　

　水嶋　 紬 ちゃん（３歳１０カ月）
つむぎ

　　　　 絃 ちゃん（１０カ月）
いと

いつも仲良し可愛い姉妹

２人の笑顔が大好き！

喜志町　

　林　 瑠  郁 ちゃん（４カ月）
る い

心も身体も健康で

すくすく育ってね!!

加太　

　増田　 結  衣 ちゃん（３カ月）
ゆ い

毎日、素敵な笑顔ありがとう☆

パパとママの宝物です。

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

田中 ナラエさ田中　ナラエさんん（３（３月２月２日生まれ日生まれ））藪中 よしゑさ藪中　よしゑさんん（２（２月１７月１７日生まれ日生まれ））

1
0
0
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

植島 チエさ植島　チエさんん（３（３月１０月１０日生まれ日生まれ））







わ

が

家

の

ア

イ

ド

ル

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・姉妹

と一緒に写っている写真でも可）は、写真に、メッセー

ジ（20字程度）を添え、住所、保護者とお子さんの名前

（ふりがな）、撮影時の年齢（月齢）、電話番号を記入し、

Ｅメール〔kouhou@city.tondabayashi.lg.jp〕または、封書

で左記の宛先まで応募してください（Ｅメールの場合は

件名に「わが家のアイドル」と入力してください）。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。



１５

　本市では、「認知症になって

も笑顔で暮らせるまち」をめ

ざして「ＭＥＥＴ☆とんだば

やし（みんな笑顔と笑顔で手

をつなごう）」をキャッチフ

レーズに、さまざまな取り組

みを進めています。

○認知症になっても大丈夫

　認知症になると何も分からなくなるわけではありま

せん。

　記憶が途切れることもありますが、できることはた

くさんあります。うれしいこと、楽しいことはずっと

心に残ります。

　生活上の支障があっても、地域の人の手助けや優し

い声掛けがあれば安心して生活できます。

　認知症の経過は、年齢や原因疾患などによりさまざ

まですが、みんなで一緒に支えていきましょう。

○ひとりで悩まずホッとひと息つきましょう

　家族だけで認知症の人を支えるのは困難です。一緒

に乗り越えてくれる仲間や専門職を探しましょう。

　本市で定期開催している「認知症介護家族の交流会」

に気軽にご参加ください（奇数月第４水曜日、午後１

時３０分～）。相談には、ほんわかセンター（地域包括支

援センター）の保健師や看護師などの専門職が対応し、

認知症サポート医の講演や脳を元気にするクッキン

グ、アロマ体験なども企画しています。認知症の人も

ぜひ一緒にご参加ください。内容や申し込み方法など

詳しくはお問い合わせください。

　また、昨年「認知症ケアを推進する会おれんじパー

トナー」が発足しました。交流会では、認知症の人や

その家族、住民、認知症サポーターなどが気軽に集い、

お茶を飲みながら困り事や不安を出し合い、情報交換

をしています。交流会は、偶数月に開催しており、今

月は４月２６日、午後１時３０分～、すばるホール会議

室で開催しますので、気軽にご参加ください（当日直

接会場へ、お茶菓子代１００円実費）。お住まいの地域で

出張交流会も開催できますので、同パートナー事務局

〔０９０(３９９６)００７１〕までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　高齢介護課（内線１８９）

　
今
回
は
、
今
年
本
市
と
合
併
　
周
６０

年
を
迎
え
た
東
条
地
区
で
環
境
問
題

を
中
心
と
し
た
地
域
課
題
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
東
条
地
区
　
町
連
合
会

１０

を
紹
介
し
ま
す
。

　
戦
後
の
昭
和
　
年
に
は
全
国
で
１

２１

万
５
２
０
の
自
治
体
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
推
進

さ
れ
る
中
、
昭
和
　
年
１
月
　
日
、

３２

１５

東
条
村
と
本
市
が
合
併
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
広
報
誌
は
、
東
条
地
区
を

「
人
口
２
４
３
１
人
、
世
帯
数
４
３

６
世
帯
で
、　

町
歩
（
約
　
㌶
）
の

４１

４１

畑
で
温
州
ミ
カ
ン
が
栽
培
さ
れ
、
生

産
高
は
９
万
貫
（
約
３
３
８
㌧
）
に

も
及
び
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た
ミ
カ

ン
ど
こ
ろ
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

長
年
住
ん
で
い
る
人
の
お
話
で
は
、

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
に
は
、
収
穫
す
る

人
、
搬
出
す
る
人
、
出
荷
す
る
人
な

ど
、
家
族
・
親
族
総
出
の
作
業
で
、

周
辺
か
ら
の
雇
い
入
れ
の
人
も
お

り
、
本
当
に
活
気
に
満
ち
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
本
市
の
南
東
部
を
占
め
る
東
条
地

区
は
美
し
い
田
園
や
里
山
の
風
景
が

広
が
り
、
緑
に
包
ま
れ
た
谷
や
棚
田

も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
府
下
で

も
有
数
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
の
ど
か

な
土
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
平
成

元
年
に
、「
東
条
地
域
整
備
促
進
協
議

会
」
が
結
成
さ
れ
、
5
年
に
は
、
地

区
に
あ
る
　
の
町
会
の
町
会
長
、
整

１０

備
促
進
委
員
、
水
利
組
合
役
員
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、「
東
条
地
区
　
町
１０

連
合
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
同
連
合
会
で
は
、「
自
然
と
緑

豊
か
な
町
東
条
｣
を
合
言
葉
に
環
境

を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ク
ラ
事
業
」
は
、
こ
の
地
を

サ
ク
ラ
満
開
の
里
に
し
よ
う
と
い
う

事
業
で
、
５
カ
年
計
画
で
苗
を
２
０

０
０
本
植
え
、
草
刈
り
な
ど
地
道
に

管
理
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
で

は
、 爛
  漫
 に
咲
き
誇
る
立
派
な
サ
ク

ら
ん
 ま
ん

ラ
が
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
「
ホ
タ
ル
復
活
事
業
」
は
、
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
う
水
の
き
れ
い
な
里
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
事
業
で
、
毎
年
夏

に
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地

区
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年

２
月
　

日

に

１１

は
、
合
併
　
周
６０

年
の
記
念
講
演

会
が

開

催

さ

れ
、
東
条
地
区

が
過
去
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
連
合
会
会
長
の
草
尾
　
家
保
さ

ん
は
「
私
は
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
空
気

が
う
ま
い
東
条
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
こ
の

環
境
を
守
る
の
が
東
条
地
区
　
町
連

１０

合
会
の
役
目
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
こ
の
ひ
と

東
条
村
・
富
田
林
市
合
併
　
周
年
を
迎
え
て

60

東
条
地
区
　
町
連
合
会
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　３月14日、市立中学校で、一斉に卒業式が実

施されました。藤陽中学校では、多数の保護者

や在校生らが見守るなか、厳粛な中にも和やか

な雰囲気で式は進行し、校長先生から109人の

卒業生に一人ずつ卒業証書が授与されました。

　卒業生の歌では、３年間共に過ごした仲間と

の思い出と絆を胸に全員が心を一つにして合唱

し、感動的な式になりました。卒業生の皆さん、

ご卒業おめでとうございます。

■■思い出胸に学びや巣立思い出胸に学びや巣立つつ

　３月５日、第34回石川大清掃が実施されまし

た。当日は天候にも恵まれ、約6500人の市民の

皆さんが参加し、市内を流れる石川とその支流

を一斉に清掃しました。

　参加者らによって、河原に落ちている空き缶

やペットボトル、ビニール袋などのごみが拾い

集められ、約55.5㌧のごみが回収されました。

　参加していただいた皆さん、ありがとうござ

いました。

■■みんなで石川大清みんなで石川大清掃掃

　３月11日～12日、富田林寺内町およびその周辺で、じないまち四季物語2017「春」じないまち

雛めぐりが開催されました。期間中は、古い町並みが残る寺内町の沿道や古民家の軒先など約100

カ所にお雛さまが春の花とともに飾られました。暖かな日差しの中、カメラを持って散策する人や

家族連れ、海外からの観光客など多くの人でにぎわう２日間となりました。

■■おお雛 雛 さまを訪ねて町歩き～じないまち雛めぐりさまを訪ねて町歩き～じないまち雛めぐり～～
ひひなな

１６



■表現豊かな演技で魅了！

　３月１日、喜志小学校で、卒業を目前にした

６年生によるミュージカル「青い鳥～あなたに

とって幸せって何ですか？～」が上演されまし

た。「キャストチーム」「ダンスチーム」「合奏チー

ム」に分かれて練習を重ねてきた児童らは、表

現豊かな演技やキレのあるダンスで観客を魅了

しました。ミュージカル終了後、会場は割れん

ばかりの拍手に包まれ、児童らは満足そうな笑

顔を見せていました。

■働く女性を応援します

　２月28日、すばるホールで、「女性のための

おしごと応援フェア」が開催されました。

　これは、これから働きたい女性や現在働いて

いる女性を対象に開催されたもの。

　参加者はおしゃれな印象をつくるコツや職場

でのコミュニケーションのコツ、ビジネスマ

ナーなどをロールプレイングを交えながら学ん

でいました。

　２月21日、東条小学校で「災害に強い、人に

やさしい、 煌 のまちづくり講演会」として防災
きらめき

学習会が開催されました。これは本市が、地域

交流の促進と災害に強いまちづくりを目的に企

画したもの。当日は日本赤十字社職員による巨

大地震への備えについての講演に続き、ハンカ

チやＴシャツなど家にある身近な物を使った応

急手当の方法を同小学校の５・６年生と保護者、

地域住民らが体験しながら一緒に学びました。

■地域ぐるみで防災対策を学ぶ

１７

■一面を黄色に染める菜の花畑

　２月26日、農業公園サバ―ファームでは、春

の訪れを感じさせる菜の花が見ごろを迎えてい

ました。鮮やかな黄色のじゅうたんを敷き詰め

たような光景が広がるお花畑は、来園者の目を

楽しませていました。

　なお、同サバーファームでは５月３日～５

日に「ポピー祭り」が開催されます。ご家族

そろって、ぜひお越しください（関連記事28

ページ）。



１８

保健医療
セット健診（特定健康診査・

後期高齢者医療健康診査と

がん検診）を実施します

　特定健康診査または後期高齢者医療

健康診査とがん検診を同時に受けるこ

とができるセット健診を実施します。

　なお、がん検診は胃・肺・大腸がん

の検査です。

とき　５月～３０年３月の月～土曜日の

午前中（第３・５土曜日、祝日、年末

年始は除く）

ところ　富田林病院健診センター

対象者　満４０歳以上の人

※がん検診は胃・肺・大腸がんの検査

を３つ同時に受診する人に限ります。

費用　国民健康保険、後期高齢者医療

保険に加入の人は無料　

※その他の健康保険組合に加入の人

は、ご加入の健康保険組合へお問い合

わせください。

申し込み　４月６日、午前９時～、

保健センターへ

障がい児（者）歯科診療

　心身に障がいのある人で、地域の歯

科診療所において診察が困難な人の歯

科治療、口 腔 衛生指導などを実施して
くう

ます（要予約）。

とき　毎週木曜日（祝日、年末年始は

除く）、午後１時～５時

ところ　河内長野市立休日急病診療所

（河内長野市菊水町２の１３）

申し込み　月～金曜日（祝日、年末年

始は除く）、午前９時～午後５時までに

河内長野市立保健センター〔(５５)

０３０１〕へ

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２９年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

講演会「乳がん診療の現況」

とき　５月１３日、午後２時～３時３０分

ところ　金剛公民館

定員　８０人　参加費　無料

講師　田中　覚さん（大阪南医療セン

ター乳腺外科医長）

申し込み　４月６日～、金剛公民館

へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

※託児あり（就学前の乳幼児対象、定

員５人）。希望される場合は、申し込み

時にお問い合わせください。

乳がん検診の内容が一部変更

になります

　厚生労働省の乳がん検診の指針の改

定に基づき、４月から４０歳以上の乳が

ん検診は、マンモグラフィ検査（乳房

エックス線検査）による検診が原則と

なります。

　これに伴い個別・集団検診ともに問

診、マンモグラフィ検査（乳房エック

ス線検査）による検診となります。

問い合わせ　保健センター

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談
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育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　５月１９日、午後０時５０分～３

時１５分 

ところ　保健セ

ンター

内容　離乳食の

進め方、調理実

演、試食、育児

の話（赤ちゃんの泣く意味について）、

ふれあい遊び、交流会、個別相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　４月７日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

講座･催し
 

子どものＢ型肝炎予防接種の

特例措置（費用助成）を実施

　２８年１０月からＢ型肝炎予防接種が定

期接種に追加されています。定期接種

対象者は１歳未満の乳児ですが、２８年

４月以降に生まれた幼児で３回の接種

を完了できなかった場合は、１歳の誕

生日を過ぎても無料で接種することが

できます。

実施期間　４月１日～９月３０日

対象者　２８年４月１日～７月３１日生ま

れの乳幼児（定期接種開始時点で接種

開始月齢である生後２カ月を過ぎてい

た乳幼児）

費用　無料

※接種方法など詳しくはお問い合わせ

ください。なお、定期接種(１歳未満)

 健診・予防接種
と特例措置による接種(１歳以上)で

は、健康被害が発生した場合の補償が

異なりますので、できるだけ１歳未満

で接種しましょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕
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富貴の里保育園内　　　　　

子育て支援センターの催し

●ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　４月１４日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流会など

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　４月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

子育て講座「親子プール」

とき　５月１７日、午前９時３０分～１１時

ところ　みどり保育園

定員　５組（申し込み先着順）

申し込み　５月１日～、みどり保育

園〔(２４)４１９０〕へ

親子ふれあい事業（１学期編）

①子育てサロン

とき　５月９日～７月１１日の毎週火曜

日、午前１０時１５分～１１時４５分（全１０回）

内容　笑顔で子育てを楽しむために、

簡単なゲームやグループワークでママ

を元気にします

定員　２０人（託児あり）

②親子で体操編

とき　５月１０日～６月２８日の毎週水曜

日、午前１０時～１１時３０分（全８回）

定員　２５組５０人（託児あり）

③親子トランポリン編

とき　５月１２日～６月１６日の毎週金曜

日、午後３時３０分～５時（全６回）

内容　基本的なジャンプを親子で練習

定員　１０組２０人（託児あり）

ところ　児童館

対象者　市内在住・在勤・在学で①子

育て中の母親、②平成２５年４月２日～

２７年４月１日生まれの幼児と保護者、

③平成２３年４月２日～２５年４月１日生

まれの幼児と保護者

参加費　無料

持ち物　①なし、②③動きやすい服装、

上靴、水筒、タオル

申し込み　４月６日～１３日までに

児童館へ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合抽選し、結果は

郵送でお知らせします。定員に満たな

かった場合は、引き続き受け付けます。

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

こども囲碁クラブ

とき　４月１５日～３０年３月２４日の毎週

土曜日（第１土曜日は除く）、午後２時

～３時３０分

ところ　児童館

対象者　幼稚園年長～中学生（初心者

の参加可）

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　４月６日～、児童館へ（電

話申し込み可）

※同クラブボランティア指導員も募集

しています。

プラネ de えほん

　プラネタリウムのスクリーンに絵本

を映し出します。

　内容はおおむね１～３歳の幼児と保

護者を対象にしたものですが、特に年

齢制限はありません。

とき　４月１３日、５月１１日、午前

１０時３０分～１１時

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　各１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　すばるホール
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児童扶養手当の支払月です

振込日　４月１１日

支払内容　２８年１２月～２９年３月分

　受給されている人は、口座の入金を

確認してください（口座、支給月額は

児童扶養手当証書に記載されています）。

　なお、手当てを受けている人が婚姻

（事実婚を含む）や死亡、日本国内に

住所を有しなくなった場合や、公的年

金を受けることができるようになった

場合など、受給のための申請内容と

違った現況になった場合は、必ず届け

出をしてください。届け出をされない

まま手当てを受けていると、手当額を

返していただくことがありますのでご

注意ください。また、氏名、住所、金

融機関などを変更されたときも忘れず

に届け出をしてください。詳しくは、

児童扶養手当証書をご覧ください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

児童扶養手当・特別児童扶養

手当月額が改定されます

　４月分からの児童扶養手当・特別児

童扶養手当の手当月額が、次のとおり

改定されます。

手当月額

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

児童福祉
 

子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～３時４５分）、同相談

会を開催していますので、気軽にご利

用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

幼児教育センターの催し

●コアラの広場、おひさま広場　就園

前の子ども（２～３歳児）とその保護

者を対象に子育て支援を実施していま

す。

コアラの広場　とき　毎週火・金曜日

（祝日は除く）、午前１０時～正午

内容　親子で楽しむ触れ合い遊びなど

おひさま広場　とき　毎週月・木曜日

（祝日は除く）、午前１０時～正午

内容　親子で楽しむ触れ合い遊びなど

●室内の開放・貸し出し　就学前まで

の子どもとその保護者を対象に室内の

開放と貸し出しを実施しています。

とき　毎週月～金曜日、午前９時～午

後５時（水曜日の正午～午後５時、祝

日は除く）

内容　親子での遊び、友達づくりなど

問い合わせ　富田林幼稚園内同セン

ター、青葉丘幼稚園内同センター

※各センターの電話番号などは２０ペー

ジ「今月の子育て支援事業」に記載。

講座･催し
梅の里保育園内                     

子育て支援センターの催し

①エンジョイイベント

とき　４月１２日、午前１０時～１１時

対象者　未就学児　

定員　２０人

②スマイルルーム（親子教室）

とき・対象者・定員

●パピークラス（平成２５年４月２日～２７

年４月１日に生まれた子どもとその親、

２０組）＝５月９日～、原則火曜日（全１０回）

●バニークラス（平成２７年４月２日～２８

年４月１日に生まれた子どもとその親、

２０組）＝５月１２日～、原則金曜日（全１０回）

●ハニークラス（３カ月～満１歳まで

の子どもとその親、１０組）＝５月１８日

～、原則木曜日（全５回）

※いずれも午前１０時～１１時３０分。

内容　親子の触れ合いと遊び、友達づ

くり

③英会話（親子教室）

とき　５月２３日、６月２７日、７月

２５日、８月２２日、９月２６日、午

前１０時３０分～１１時（全５回）

対象者　平成２５年４月２日～２７年４月

１日に生まれた子どもとその親

定員　２０組

申し込み　①は４月６日～１１日ま

でに同支援センター〔(２３)４５５５〕へ、

②は２０日、③は２７日（いずれも必

着）までに、往復はがきに教室名、住

所、親子の氏名（ふりがな）、子どもの

生年月日、性別、電話番号、②のみア

レルギーの有無（有る場合その内容）

を記入し、５８４-０００１梅の里一丁目２

の５　同支援センターへ（①は申し込

み先着順、②③は申し込み多数の場合

抽選）

２１

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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２２

務日、業務内容などは、市非常勤職員

試験実施要領をご覧ください。

申し込み　４月３日～１２日まで

（土・日曜日を除く午前９時～午後５

時３０分）に、所定の申込書に必要事項

を記入し、写真を貼って保険年金課（内

線１５６）へ（郵送不可）

※申込書、実施要領は４月３日～、

人事課（内線３２２）および保険年金課で

配布（市ウェブサイトの各課のページ

「人事課」からダウンロードも可）。

学習サポーターを募集

　市立小・中学校で、授業中の指導補

助や休み時間、放課後の学習活動など

をサポートしていただける大学生のボ

ランティアを募集しています。　

※活動時期や時間帯などは、派遣先の

学校と相談の上、決定します。

申し込み　教育指導室に備え付けのボ

ランティア登録用紙に必要事項を記入

し、土・日曜日、祝日を除く午前９時

～午後５時３０分に同室（内線３６５）へ

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

 

市非常勤職員（徴収嘱託員）
を募集

受験資格　国民健康保険料、その他の

料金などの徴収事務に従事した経験が

ある人

採用人数　２人

試験日・内容　４月１６日（予備日２３

日）、面接試験　※面接時間・場所、勤

募　集

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）
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固定資産税の『縦覧帳簿の縦覧』
と『課税台帳の閲覧』を実施

縦覧帳簿の縦覧

　縦覧帳簿の納税者本人の土地・家屋

の評価額と市内の他の土地・家屋の評

価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居

親族、委任状を持っている代理人でも

可。

期間　４月３日～５月３１日まで

（土・日曜日、祝日は除く）の午前９

時～午後５時３０分

課税台帳の閲覧

　所有者は固定資産課税台帳を閲覧で

きます。また、借地人・借家人なども

賃借権などの目的となる土地・家屋に

ついて記載された部分を閲覧できま

す。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月３日～３０年３月３０日ま

で（土・日曜日、祝日、年末年始は除

く）の午前９時～午後５時３０分

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）

 

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

○転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、改築や新築などの工事をさ

れる場合も臨時栓としての届け出が必

要です。なお、届け出がない場合、罰

則が適用されることがあります。

○転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要ですので、必ず

閉栓の届け出をしてください。

○インターネットでも使用開始や中止

の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業のページにある申し込み

画面に、必要事項を入力し送信してく

ださい。水道お客様センターで申し込

み内容を確認後、手続きをします。

○検針は２カ月に一度お伺いしていま

すが、メーターボックスの上に車や物

を置かないよう、また付近に犬を放し

飼いにするなど検針の支障とならない

ようご協力をお願いします。

　なお、閉栓中でも、定期的に検針を

実施していますが、メーター以降の水

道管などの維持管理は利用者に帰属す

ることから、閉栓中の漏水などについ

ては自己負担となりますのでご注意く

ださい。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕　

 

市税の滞納整理を強化中！

　本市では、２８年度分の市税を含め納

税催告、滞納処分を集中して実施して

います。今後も滞納者に対しては、必

要に応じ財産差し押さえなどの厳しい

措置をとることとしています。

　また、納付期限までにお納めいただ

けない場合は、督促手数料や延滞金が

加算された金額を納めなければならな

くなりますので、納付期限までに納め

てください。

問い合わせ　納税課（内線１２１～１２４）

上下水道

税

いつでもどこでも簡単納税！
「モバイルレジ」サービスの
ご利用を

　本市では、税の納付機会の拡大と納

税者の利便性の向上を図るためモバイ

ルレジによる納付を導入しています。

　モバイルレジは、金融機関の窓口や

コンビニエンスストアに行かなくて

も、携帯電話やスマートフォン、タブ

レット端末（ＯＳがｉＯＳ、Ａｎｄｒ

ｏｉｄのもの）で税金が納付できる

サービスです。

　なお、サービス利用

には、モバイルバンキ

ング、インターネットバンキングの契

約が必要です。

●納付できる税目、金額

市・府民税（普通徴収分）、固定資産

税・都市計画税、軽自動車税

※バーコードの付いた納付書で、１枚

につき３０万円までのもの（指定のコン

ビニエンスストアで納付できる納付書

と同じものになります）。

※詳しくは、市ウェブサイトの各課の

ページ「納税課」をご覧ください。

問い合わせ　納税課（内線１２２）

 

障がい者(児)の出張相談窓口の
ご利用を

　障がい者（児）の相談支援は次の各

事業所で実施していますが、市役所障

がい福祉課内にも出張相談窓口を開設

していますので、ご利用ください（予

約不要）。

　各事業所の主な対象者と日時は次の

とおりです。

●相談支援センターあーる（障がいの

種別を問わず）＝月～金曜日、午前９

時～午後５時３０分

●地域活動支援センターときわぎ（主

に精神障がい者）＝金曜日、午前１１時

～午後５時

●ピーチネット（主に障がい児）＝水

曜日、午前１１時～午後５時

問い合わせ　障がい福祉課内障がい者

相談支援センター（内線１６２）

相　談
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献血にご協力を

とき・ところ　４月８日、午前１０時

～正午、午後１時～４時３０分＝コノミ

ヤ富田林店、１３日、午前１０時～１１時

３０分＝南河内府民センター、午後２時

～４時３０分＝ＰＬ病院

※市献血推進協議会では、献血会場で

バルーンアートや占いなどをしていた

だけるイベントボランティアも募集し

ています。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　同協議会〔(２５)８２００〕

障がい者（児）給付金の申請を

　５月１日～３１日まで、障がい者

（児）給付金の申請を受け付けます。

対象者　４月１日現在、本市に１年以

上居住（住民登録）し、身体障がい者

手帳（１～６級）、療育手帳（Ａ・Ｂ

１・Ｂ２判定）、または精神障がい者保

健福祉手帳（１～３級）をお持ちの人

で今年度新しく手続きされる人、振込

先の口座に変更がある人

※昨年度に給付金を受け取られた人

は、手続きの必要はありません。

※市外から、市内の施設に入所してい

る人を除きます。

申し込み　該当する手帳、印鑑、本人

名義の通帳を持参し、障がい福祉課（内

線１９２、１９３）または金剛連絡所へ

特別障がい者手当・障がい児
福祉手当月額が改定されます

　日常生活において、常時特別な介護

を必要とする重度の心身障がい者（児）

に対し、特別障がい者手当・障がい児

福祉手当が支給されます。

　４月分からの各手当ての支給月額

が、次のとおり改定されます。

対象者　在宅で常時特別な介護を必要

とする重度心身障がい者（児）

※所得制限などがありますので、詳し

くはお問い合わせください。また、施

設入所者や長期入院されている場合は

支給されません。

支給額　特別障がい者手当＝月額２万

６８１０円、障がい児福祉手当、福祉手当

（経過措置分）＝月額１万４５８０円

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９３）

重度障がい者タクシー利用券
（基本料補助）を送付します

　本市では、身体障がい者手帳（１・

２級）、療育手帳（Ａ判定）、精神障が

い者保健福祉手帳（１級）のいずれか

をお持ちの人を対象に、タクシー料金

の一部（基本料金）を補助する重度障

がい者タクシー利用券を交付していま

す。現在、重度障がい者タクシー利用

券（もえぎ色）をお持ちの人は３月３１

日までが有効期限です。引き続き要件

に該当する人には、新しい同タクシー

利用券（もも色）を３月末に自宅へ郵

送します。新しい同タクシー利用券

（もも色）は４月１日から利用でき

ます。届かない場合や郵送での交付を

希望されない場合は障がい福祉課まで

ご連絡ください。なお、昨年度に交付

申請していない人や初めて利用される

人については申請手続きが必要です。

交付枚数　１カ月３枚で年間３６枚

※福祉施設などへ入所している人、外

出支援サービスを利用している人は対

象外ですので交付できません。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９３）

 

介護予防サポーター養成講座

　高齢期をいきいきと健康に過ごすた

めに必要な介護予防の知識や運動の実

践方法などを、「介護予防教室（笑顔は

つらつ教室）」において指導する同サ

ポーターを養成します。

とき　５月１８日～６月２２日の毎週木曜

日、午前９時３０分～午後３時３０分と介

護予防教室の見学１回（全７回）

ところ　市消防本部

対象者　市内在住・在勤のおおむね７４

歳以下で講座修了後、介護予防教室で

３回の実習を受け、「市介護予防サポー

ターの会（健やかスマイル）」に入会し、

介護予防教室で指導できる人

定員　１５人　受講料　無料

申し込み　４月２７日までに高齢介護

課（内線１８９）へ（申し込み多数の場合

抽選）

※同サポーターの活動についての説明

講　座

会を４月２０日、午前１０時～、市役所

４階４０１会議室で開催しますので、参加

を希望する人は当日、直接会場へお越

しください。

花と食と健康講座～いつまで
も、きらめく人生のために～

とき　４月１６日、午前１１時３０分～午

後２時

ところ　きらめきファクトリー２階

内容　認知症についての講演、フラ

ワーアレンジメント講習、自然米おに

ぎりの試食会

対象者　６５歳以上の人

定員　２０人（申し込み先着順）

受講料　５００円

申し込み　４月６日～、ボランティ

グループ一恵会〔０９０(１１５８)６３１０〕へ

 

29年度介護保険料                
仮決定通知書を送付します

　４月上旬に２９年度介護保険料仮決定

通知書を発送しますので、普通徴収の

人はコンビニエンスストア、ＭＭＫ設

置店、取扱金融機関または市役所で保

険料を納付してください。口座振替の

申し込みをしている人は指定口座より

引き落とします。特別徴収の人は年金

から天引きします。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

 

安心して水道をお使いいただ
くために

　水道水は塩素で消毒していますが旅

行などで長い間留守にされたときは、

ご家庭の給水管に水が長時間滞留し消

毒効果が薄れることがあります。

　ゴールデンウィークなどで長期間留

守にされたり、本市に引っ越しされて

きて長く使用されていなかった水道を

初めて使われたりする場合などは、念

のためバケツ一杯程度の量を飲み水以

外にお使いください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７、２９５）

介護保険

上下水道
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特定健康診査受診券を送付

　国民健康保険では、４０～７４歳の国民

健康保険加入者に対して４月下旬に

「特定健康診査受診券」を送付します

ので、３０年３月３１日までに受診して

ください。受診券の郵送による再交付

はできませんので、受診するまで無く

さないよう大切に保管してください。

特定健康診査の内容　メタボリックシ

ンドロームに着目した健康診査で、問

診、身体計測、腹囲・血圧測定、血液・

尿検査、診察など　※同一年度内に受

診券を利用できるのは、「国民健康保険

総合健康診断（人間ドック）」と「特定

健康診査」のどちらか一方です。なお、

人間ドックに受診券を利用すると、本

人負担額が従来よりも軽減されます。

同診査の対象者など　国民健康保険加

入者のうち、実施年度中（４月１日～

翌年３月３１日）に４０～７４歳の人に年１

回実施（昭和１７年９月～１８年３月生ま

れの人に限り誕生日の前日まで受診

可）。ただし、１１月１日以降に同保険に

加入した人は除きます　※詳しくは、

受診券に同封のパンフレットをご覧く

ださい。なお、掲載されている富田林

医師会加入の医療機関で受診した場

合、追加項目健診が受けられます。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１８８）

国民健康保険総合健康診断　
(人間ドック)を実施しています

　国民健康保険では、加入者の健康保

持増進のため、特定健康診査の他に、

人間ドックを実施しています。

ところ　富田林病院、ＰＬ病院

対象者　国民健康保険加入者で、同一

年度内に人間ドック、特定健康診査を

受診していない人　※同保険料を完納

している人に限ります。

費用　有料（市が２分の１負担）

※詳しくは、市ウェブサイトの市役所

のご案内「健康、福祉、医療」または

特定健康診査受診券に同封のパンフ

レットをご覧ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１８８）

国民健康保険
国民健康保険の給付について
窓口での現金支給を廃止し、
口座振り込みで給付します

　４月より、出産育児一時金や葬祭費、

療養費、高額療養費などの給付につい

て窓口での現金支給の取り扱いを廃止

し、口座振り込みにより給付します。

申請の際は世帯主名義の口座番号が確

認できるものを持参してください。受

け付け後、翌月の振り込みとなります。

　なお、高額療養費については４月よ

り申請方法も変更します。市から通知

書と申請書を送付しますので、内容を

ご確認の上、申請書に必要事項を記入

し、保険年金課へ申請してください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１５１）

 

国民年金保険料が改定

　４月から３０年３月までの国民年金保

険料について、定額保険料が月額１万

６２６０円から１万６４９０円（月２３０円引き上

げ）に改定されます。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

会社などを退職された皆さんへ

　日本に住んでいる２０歳から６０歳まで

の人で、会社を退職されて厚生年金保

険の資格を喪失した人や、その人に扶

養されている配偶者は国民年金加入の

手続きが必要です。年金手帳と退職年

月日を確認できる書類（離職票、雇用

保険受給資格者証など）、印鑑を持参

し、保険年金課⑧番窓口へお越しくだ

さい。なお、所得が少ない場合や、失

業により国民年金保険料（月額１万

６４９０円）を納付することが困難になっ

た場合、申請をして承認されると保険

料が全額、または一部免除（一部納付）

される制度（世帯主や申請者本人と配

偶者の所得により審査）や、５０歳未満

の人を対象に保険料の納付が猶予され

る「納付猶予制度」（申請者本人と配偶

者の所得により審査）がありますので、

詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５３、１５４）

国民年金

  

29年度の後期高齢者医療　
健康診査受診券を発送します

　府後期高齢者医療広域連合では、府

内在住の被保険者に、「健康診査受診

券」を４月下旬に送付します（年度途

中に被保険者となられる人には、誕生

月の翌月に送付します）。

　受診券に記載された有効期限内に同

広域連合が指定する医療機関などで、

健康診査を１回のみ無料で受診できま

す。

　受診の際は事前に医療機関などに予

約し、受診券と被保険者証を受診機関

の窓口に提示してください。

※病院または診療所に６カ月以上継続

して入院している人、特別養護老人

ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所

または入居している人は対象になりま

せん。なお、退院・退所したなど変更

があった場合はお問い合わせくださ

い。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６

(４７９０)２０３１〕

後期高齢者医療制度　　　　
人間ドック費用の一部助成

　府後期高齢者医療広域連合では、被

保険者を対象に、人間ドック受診費用

の一部助成事業（２万６０００円を限度に

年度内１回限り）を実施しています。

　助成には、申請が必要となりますの

で、受診された人間ドックの領収書、

検査結果通知書、被保険者証、助成金

を振り込むための口座番号が確認でき

るもの、印鑑を持参し、福祉医療課で

申請してください。

　なお、支給は後日となります。

※人間ドックを受診された人は、申請

されるまでの間、領収書などを大切に

保管してください。

※脳ドックなどのオプション検査費用

は助成の対象になりません。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６

(４７９０)２０３１〕

福　祉
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●ＪＵＭＰ　ＵＰ　ＣＬＵＢ（トラン

ポリン）

Ａ小・中学生（未就学児は要相談）　Ｂ

１５人　Ｃ土曜日、午後３時３０分～５時

３０分（月３回）　Ｄ市民総合体育館　Ｅ

入会金１０００円、年額３７００円、月額２０００

円　Ｆ・Ｇ奥野さん〔０９０(８６７４)０２７０〕

●ぴょんぴょんちびっこ（トランポリ

ン）

Ａ４歳～小学生　Ｂ１０人　Ｃ毎週水曜

日、午後４時３０分～６時　Ｄ市民総合

体育館　Ｅ月額２０００円（別途協会費な

どが必要）　Ｆ石﨑さん〔(２８)５３８７〕

Ｇ小松さん〔０８０(１４２８)５７６４〕

●キララテニス友の会（硬式テニス）

Ａ経験者　Ｂ５人　Ｃ毎週木曜日、午

前９時～午後１時　Ｄ総合スポーツ公

園テニスコート　Ｅ月額２０００円　Ｆ・

Ｇ堤さん〔０９０(７３４４)５４４４〕

●Ｐｅａｋ少年スポーツ（硬式テニス）

Ａ小・中学生　Ｂ５人　Ｃ毎週土曜日、

午前９時～１０時３０分、午後３時３０分～

５時　Ｄ津々山台第２テニスコート　

Ｅ年額１４５０円（保険代）、月額３０００円　

Ｆ・Ｇ門脇さん〔０７２(３６７)７８２０〕

●ぱる第１クラブ（陶芸）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

第１・３水曜日、午後１時～３時　Ｄ

けあぱる　Ｅ月額２０００円（別途材料費

実費）　Ｆ・Ｇ小野さん〔(２９)６１７８〕

がんばった人に花まる！

●第60回南大阪駅伝競走大会結果

《中学男子の部》優勝　金剛中学校陸

上部Ａ／第３位　第一中学校陸上部

《中学女子の部》第２位　金剛中学校

陸上部

《一般男子の部》優勝　第二中学校陸

上部ＯＢチーム／第２位　大阪大谷大

学陸上競技部Ａ

《一般女子の部》第３位　ＴＢタート

ルズＤ

《混成の部》優勝　イケイケヤング

 

●日本空手道剛士館

Ａ４歳以上　Ｂ若干名　Ｃ毎週金曜

日、午後７時～８時３０分　Ｄ藤沢台小

学校体育館　Ｅ入会金２０００円、月額

２５００円　Ｆ・Ｇ北野さん〔０７２(３６２)

７４８９〕

●健康体操（ストレッチ）

Ａ市内在住・在勤で５５歳以上の人　Ｂ

１０人　Ｃ毎週金曜日、午後１時３０分～

３時　Ｄ市民総合体育館 　Ｅ月額

２０００円　Ｆ・Ｇ置田さん〔０７２(３６５)

２６６３〕

●リズミック・アイ（親子体操）

Ａ２～４歳の子どもとその親　Ｂ多数

Ｃ毎週月曜日、午前１０時～１１時３０分　

Ｄ市民総合体育館　Ｅ月額２０００円　

Ｆ・Ｇ安松さん〔０９０(９８８２)０７６５〕

●コッコくらぶ（幼児体操)

Ａ①３歳児、②４歳児　Ｂ①１０人、②

若干名　Ｃ毎週木曜日、午後３時１５分

～５時１５分　Ｄ市民総合体育館　Ｅ年

額１０００円、月額１８００円（別途保険代が

必要）　Ｆ・Ｇ下田さん〔０８０(５７０９)

２４１７〕

●Ｊ－スマイル（トランポリン）

Ａ４歳～小学生　Ｂ若干名　Ｃ第１・

２・４・５水曜日、午後６時～７時３０

分　Ｄ市民総合体育館　Ｅ年額２９００

円、月額２０００円　Ｆ・Ｇオクイさん〔０８０

(２４１８)０８３６〕（水曜日の午後６時以降）

クラブ員募集

●書道クラブ

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ第

１～３火曜日、午後６時～８時３０分　

Ｄ中央公民館　Ｅ月額２５００円　Ｆ・Ｇ

大野さん〔(２４)５５５８〕

●生活習慣病予防友の会レタス

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ７人　Ｃ第

２木曜日、午前１０時～午後０時３０分　

Ｄ中央公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ

前出さん〔(２５)４５２６〕（午後６時以

降）

●水彩画サークルめい

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

第２・４木曜日、午後１時～４時　Ｄ

中央公民館喜志分館　Ｅ３カ月４０００円

Ｆ・Ｇ川端さん〔(２４)７８９２〕（午後６

時以降）

●撞球クラブ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ毎日（休館日は除く）、午前９時～

午後４時３０分　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入

会金２０００円、年額２０００円　Ｆ・Ｇ武田

さん〔(３４)８２９７〕

●詩吟同好会

Ａ市内在住・在勤で６０歳以上の人　Ｂ

若干名　Ｃ第１・２金曜日、午前１０時

３０分～正午　Ｄ総合福祉会館　Ｅ月額

２０００円　Ｆ・Ｇ玉田さん〔(２４)９５０７〕、

岡野さん〔(２９)８３１２〕

《新刊案内》

■小説・その他

わが愛する土佐くろしお鉄道

　　　　　　　　　　　西村　京太郎

院内刑事　　　　　　　　　濱　嘉之

鬼門の将軍　　　　　　　高田　崇史

ガーディアン　　　　　　　薬丸　岳

神様ドライブ　　　　　浜口　倫太郎

フィンテック入門　　　　赤間　世紀

山岳遭難は自分ごと　　　北島　英明

おはなし会

中央図書館　４月９

日、２３日、午前

１０時３０分～１１時

金剛図書館　４月１

日、１５日、午後

３時～３時３０分

じゅうたん　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　４月２日、１６日、３０

日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　４月８日、２２日、２９

日、午後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　４月２１日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　４月１３日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、２０日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤⑥は１歳児と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ
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けあぱる講座

①木工講座　とき　４月２７日、５月

２５日、６月２２日、午後１時～３時

（全３回）　ところ　けあぱる

内容　シーソー 蓋 付きペンケース作り
ふた

定員　１０人　受講料　５０００円

②市民講座　とき・ところ　５月２０日

、午前８時１５分に、近鉄長野線「富

田林駅」北口改札前集合

内容　大和長寿道（奈良県）を歩く

（約８㌔）　定員　２０人

受講料　１５００円（別途交通費など実費）

持ち物　昼食、飲み物

申し込み　いずれも４月１１日、午前

９時～、けあぱるへ（①は定員５人、

②は定員１０人、申し込み先着順、電話

申し込み不可）

※１４日以降は電話でも受け付け。

※４月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（①は定員５人、

②は定員１０人、申し込み先着順）。

 カルチャー 総合福祉会館講習会・講座

●講習会《市内在住で60歳以上、ひ

とり親家庭、障がい者手帳をお持ちの

人が対象》

①英会話講座　とき　５月～３０年３月

の毎週金曜日、午後２時～４時

②フラダンス　とき　５月～３０年３月

の第１～３木曜日、午前１０時～１１時３０

分、午後１時～２時３０分

③健康体操　とき　５月～９月の第１

～３水曜日、午後１時３０分～３時　

④シニア（60歳以上）男性向け料理教室

とき　５月～７月の第４火曜日、午前

１０時～午後２時

●講座《市内在住・在勤でボランティ

ア活動に関心のある人が対象》

⑤朗読講座（初級）　とき　５月～３０年

３月の第１金曜日、午前１０時～正午

定員　①⑤２０人、②各１５人、③２５人、

④１０人

受講料　無料　※ただし、テキスト代

や材料費などが必要な講座もあります。

申し込み　４月６日～２５日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み不可）

※定員を超えた場合は２６日に抽選。

 鯉 のぼりロールケーキをつく
こい

ろう！

とき　４月３０日、午後２時～４時１５

分

ところ　中央公民館

対象者　小学生以上の子どもとその保

護者

定員　１２組　参加費　１０００円

申し込み　４月２１日（必着）までに、

往復はがきに講座名、参加者の住所、

氏名、電話番号、年齢を記入し、５８４-

００９３本町１６の２８　中央公民館へ（申し

込み多数の場合抽選）

※１組につき、往復はがき１枚で申し

込んでください。来館して申し込む場

合は、返信用のはがきを持参してくだ

さい。

公民館で×マン（倍マン）に
なろう！

　日常に存在する電磁波をスーツ型作

品のモーター振動とＬＥＤ発光により

体感します。

とき　５月１３日、①午後１時～１時

３０分、②午後１時３０分～２時、③午後

２時～２時３０分、④午後２時３０分～３

時、⑤午後３時～３時３０分、⑥午後３

時３０分～４時

ところ　中央公民館

対象者　４歳以上の人（家族やグルー

プでの参加も可）

定員　各２組　

参加費　無料

申し込み　４月６日、午前９時～、

中央公民館へ（申し込み先着順、電話

申し込み可）

※申し込み時に①～⑥のうち、希望の

時間帯をお伝えください。

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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サバーファームだより

●イチゴ大福作り　

とき　４月１日、２日、８日、

９日、１５日、１６日、２２日、２３

日、３０日、午前１０時３０分～正午、

午後０時３０分～２時、午後２時２０分～

３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

春のハイキング教室　

とき・ところ　４月２２日、午前９時

３０分に、人権文化センター集合

行き先　 建水分 神社～奉建塔～楠公誕
たけみくまり

生地～下赤阪城跡（約７㌔）

対象者　市内在住・在勤・在学で中学

生以上の人（中学生は保護者同伴）

定員　１５人　

参加費　無料（交通費６８０円程度実費）

申し込み　４月１２日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

ワークショップ「元気に阿波
踊り」

とき　４月２７日、午前１０時～１１時

ところ　かがりの郷

定員　１５人　参加費　無料

持ち物　飲み物　※動きやすい服装で

参加してください。

申し込み　４月７日～２３日までに

福田さん（にしき連）〔０９０(１７１１)５８８６〕

へ（申し込み先着順）

※にしき連では、メンバーも募集して

います。活動日時・場所、会費など詳

しくはお問い合わせください。

２８

きらめきファクトリーイベント

①きらめきボドゲの日

　あまり目にする機会のない、海外の

ボードゲームで遊びましょう。

とき　４月１３日、午後１時～８時

②映画上映会

とき　４月２２日、午後２時～５時（午

後１時３０分開場）

上映作品　「二十四の瞳」（木下　惠介

監督）　※ＤＶＤでの上映。

定員　２５人程度

③ＶＲをつくって遊んでみよう！

　今話題のＶＲ（バーチャル・リアリ

ティ）を体験しましょう。

とき　４月２３日、午後１時～２時、

午後３時～４時、午後５時～６時

対象者　１３歳以上の人

定員　各６人

④版画の版をつくってみよう！

　シルクスクリーン版画で、一から版

をつくりましょう。

とき　４月２９日、正午～午後２時、

午後２時～４時、午後４時～６時

定員　各５人

⑤レーザーカッターで 鯉 のぼりをつく
こい

ろう！

　レーザーカッターを使ってミニチュ

ア鯉のぼりをつくりましょう。

とき　４月３０日、正午～午後２時、

午後２時～４時、午後４時～６時

定員　各６人

ところ　きらめきファクトリー２階

参加費　無料

申し込み　①②は当日、直接会場へ、

③～⑤は４月６日、午前１０時～、き

らめきファクトリーへ（申し込み先着

順、電話申し込み可）

ミニコンサートと合唱体験

　市少年少女合唱団では、アニメソン

グや合唱曲など、楽しい歌をたくさん

歌います。

とき　４月２３日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　金剛公民館２階ホール

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　鷲見さん〔(２１)３６２０〕

  

自然農法による米・野菜作り 
体験会

　富田林自然農法根っ子の会では、肥

料や農薬を一切使わず、自然の落ち葉

と草で土を作り、米や野菜を栽培する

「自然農法」に取り組んでいます。

　自然農法を学んで、自分が食べる米

や野菜を作ってみませんか。

とき　４月３０日、午前９時集合

ところ　嬉地区の農地

内容　開校式、もみまき、畑での土づ

くり、種まき　

※詳しい日程は開校式でお知らせしま

す。１１月に収穫する米３㌔を持ち帰っ

ていただきます。畑の作物は随時持ち

帰っていただけます。３０年１月頃に終

わりの会で食育講座を実施する予定で

す。

定員　２０人

参加費　２万５０００円（別途材料費、駐

車料など実費）　

申し込み　４月２０日（必着）までに、

往復はがきに、住所、氏名、電話・ファ

クス番号、メールアドレス、志望動機

を記入し、５８４-００５６嬉４４９　高橋　

博美さん〔０９０(５６６４)３３８８〕へ（申し

込み多数の場合抽選）　※家族単位で

の参加もできますので、その場合は「家

族」と明記し、参加人数を記入してくだ

さい。

シニアのためのやさしいスマ
ホ教室

とき　４月２０日、２７日、午後３時

３０分～５時（全２回）

ところ　ＮＰＯ法人

きんきうぇぶ（小金

台二丁目５の１０）

対象者　おおむね５５

歳以上の人

定員　１２人（申し込

み先着順）

参加費　２０００円（スマートフォンは無

料で貸し出します）

申し込み　４月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９〕へ

 カルチャー

５月３日～５日に５月３日～５日に、、
ポピー祭りを開催しまポピー祭りを開催しますす
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けあぱるロビーコンサート

とき・内容　①４月６日＝大正琴、

②７日＝ハープ、③８日＝フラダ

ンス、④９日＝管弦楽、いずれも正

午～午後０時４５分ごろ（①のみ午後０

時３０分ごろまで）

ところ　けあぱる１階ロビー

出演　①いつみ会、②花音＆風歌、③

けあぱるフラガールズ、④南大阪管弦

楽団

定員　各５０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　けあぱる

自然保全活動と自然に親しむ催し

①植物観察会　

とき　４月９日、６月３日、午前

９時～午後１時　参加費　３００円

②春の野草を食べる会　

とき　４月２９日、午前１０時～午後３時

参加費　３００円

③里山ホリデー「里山保全活動」　

とき　５月２１日、午前１０時～午後３時

参加費　無料

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、小

学生以下は無料（ただし保護者同伴）。

弁当（①のみ）、水筒を持参し、長袖、

長ズボン、帽子、安全な靴で参加して

ください。当日午前７時の天気予報で

降水確率が５０㌫を超えた場合は中止。

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ウェブサイト〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

⑧水中ウォーキング　４月２０日～６月

２９日の木曜日、午後２時３０分～３時３０

分

《陸上の部》

⑨ヨガ　４月１３日～６月２９日の木曜

日、午後１時～２時

⑩ライトヨガ　４月１３日～６月２９日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑪バランスボール　４月１８日～６月２７

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　４月２０日～６月２９日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、①④⑧は各２０

人、⑪は１０人）　

※申し込み先着順。

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　４月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

不可）　

  

第67回市民文化祭                
「市民舞踊会」出演者募集

とき　１１月３日　

ところ　すばるホール

対象者　市内在住・在勤で５人以上が

出演できる日本舞踊および新舞踊の団

体（指導者を含む）　

定員　１１団体（申し込み先着順）

申し込み　すばるホールに備え付けの

申込書に必要事項を記入し、４月８日

～２３日まで（休館日を除く午前１０

時～午後５時）に同ホールへ（電話・

ファクス・郵送申し込み不可）

  イベント

  

ノルディックウォーク　　　
～春を満喫！みんなで見よう
 鯉 のぼり～
こい

とき・ところ　４月２２日、午前９時

３０分に、レインボーホール（市民会館）

集合（雨天中止）

コース　同ホール～石川河川敷川西グ

ラウンド～富田林寺内町

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　６００円（別途ノルディックポー

ルレンタル料３００円実費）

持ち物　弁当、飲み物、タオル、雨具、

運動靴、帽子（ノルディックポールを

お持ちの人は持参してください）

申し込み　４月６日、午前１０時～、

同ホールへ（電話申し込み可）

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①アクアトレーニング　４月１５日～６

月２４日の土曜日、午後２時～３時

②はじめてのスイミング　４月１８日～

６月２７日の火曜日、午後１時～２時

③スイムトレーニング　４月１８日～６

月２７日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

④アクアビクス　４月１９日～６月２８日

の水曜日、午前１１時～正午

⑤４泳法チャレンジ　４月１９日～６月

２８日の水曜日、午後１時３０分～２時３０分

⑥クロールからのステップアップ　４

月１９日～６月２８日の水曜日、午後３時

～４時

⑦クロール入門　４月２０日～６月２９日

の木曜日、午後１時～２時

  スポーツ

２９

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として小学校の校庭を開放し、交通事

故やその他の危険から守るとともに、

健全な育成を図ることを目的に同事業

を実施します。

とき・ところ　４月１６日＝大伴小学

校、４月１６日、５月２１日＝富田林

小学校、４月２３日、５月２８日＝寺

池台小学校、いずれも午後１時～４時

対象者　市内在住・在学の子どもと保

護者

問い合わせ　生涯学習課〔(２０)０３９０〕

※当日は〔０７０(６９８１)９４４０〕（生涯学習

課直通）へ。

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

卓球（初級）教室無料体験会

とき　４月１３日、２０日、２７日、

午前１０時～１１時３０分

ところ　市民総合体育館　

対象者　１６歳以上の人

定員　各２人（申し込み先着順）

申し込み　４月７日～、市民総合体

育館へ（電話申し込み可）

親子トランポリン教室　　　
１日無料体験会

とき　４月２５日、午後３時～４時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　平成２３年４月２日～２５年４月

１日生まれの子どもと保護者

定員　１５組（申し込み先着順）

持ち物　タオル、飲み物、靴下、上靴

申し込み　４月７日、午前１０時～、

市民総合体育館へ（電話申し込み可）

４月・５月の 　　　　　　　
市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　とき　４月１９日、５

月１７日、正午～午後３時　

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　とき　４月２０日、５月１８

日、午後６時～９時

③柔道場　とき　４月１６日、５月２１

日、午後６時～９時

使用料　①１４０円（中学生以下６０円）、

②③３００円（中学生以下１３０円）

問い合わせ　市民総合体育館

第４回わんぱく相撲全国大会
予選～河内長野富田林場所～

とき　５月１４日、午前１０時～午後４

時

ところ　河内長野市赤峰市民広場（河

内長野市小山田町３７９の１）

内容　心身の鍛練と健康増進を目的と

した、学年・男女別相撲大会、ちゃん

こ鍋の試食

対象者　本市・河内長野市・大阪狭山

市・太子町・河南町・千早赤阪村在住

の小学４～６年生

定員　１００人程度　

参加費　無料

申し込み　５月５日（必着）までに

各小学校で配布する申し込み用紙に必

要事項を記入し、５８４-００２５若松町西

二丁目１７０２　（一社）富田林青年会議所

〔(２４)０６６５〕へ（申し込み多数の場合抽

選）　※申し込み用紙は同青年会議所

ホームページ〔http://www.tondabayashi-

jc.org/〕からダウンロードもできます。

問い合わせ　同青年会議所〔(２４)１２３１〕

（月・水・金曜日、午前１１時～午後３時）

ビギナーズ・テニス教室

　経験豊富なプロテニス選手や元国体

選手による週１回、１時間のレッスン

です。

とき　４月からの月～金曜日、開園時

間中の１時間（月４回）

ところ　総合スポーツ公園

参加費　月額４３２０円

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　総合スポーツ公園

硬式テニススクール＆　　　
無料体験会

①無料体験会

とき　４月１７日、午前９時３０分～１１

時、午前１１時２０分

～午後０時５０分

定員　各１０人（申

し込み先着順）

参加費　無料

②硬式テニスス

クール

とき　５月８日からの毎週月曜日、

午前９時３０分～１１時、午前１１時２０分～

午後０時５０分（月４回）

定員　各１０人（申し込み先着順）

参加費　月額６０００円

ところ　金剛テニスコート

対象者　１６歳以上の人

持ち物　ラケット（硬式用）、動きやす

い服装、シューズ、飲み物、タオル

申し込み　①は４月６日、午前１０時

～、青少年スポーツホールへ（電話申

し込み可）、②は４月１７日、午後１時

～、参加費を添えて青少年スポーツ

ホールへ（電話申し込み不可）

３０

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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市レクリエーション協会　　
会員募集

　同協会では、ハイキングやクラフト、

アウトドア、室内ゲームなどの楽しい

行事を年間通じて実施しています。

　皆さんも、同協会に入って友達の輪

を広げてみませんか（月１回の会報発

送料として年１５００円の会費が必要）。

※入会方法など詳しくはお問い合わせ

ください。

●各種レクリエーション指導者を派遣

しています

　同協会では、学校、子ども会、ＰＴ

Ａ、幼児・高齢者団体などに、レクリ

エーションゲームやニュースポーツ、

体操、クラフトなどの指導者を派遣し

ています。

　さまざまなニーズにお応えしますの

で、お問い合わせください。

問い合わせ　生涯学習課〔(２０)０３９０〕

グラウンドゴルフ・カーリン
コン大会

　レクリエーション協会杯争奪同大会

を開催します。

とき　４月２９日、午前９時～正午

ところ・内容　①金剛中央グラウンド

＝グラウンドゴルフ大会（雨天中止）、

②青少年スポーツホール＝カーリンコ

ン大会

対象者　①市内在住・在勤・在学の人、

②市内在住・在勤・在学の３人で構成

されたチーム　

定員　①１００人、②２０チーム　

参加費　①３００円、②９００円

持ち物　飲み物、タオルなど　

申し込み　いずれも４月７日～１４日

までに、生涯学習課〔(２０)０３９０・

(２０)０３９９〕へ（申し込み先着順、電

話申し込み不可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

第65回市民体育大会            
参加者募集

　市民体育大会の参加者を募集します。

※競技種目は３月号広報に掲載。

申し込み　４月１９日、午後５時３０分

までに印鑑を持参し、生涯学習課

〔(２０)０３９０〕（土・日曜日は除く）ま

たは市民総合体育館へ（電話申し込み

不可）　※種目によって申込期間が異

なる場合もあります。

インディアカ初心者教室

とき　５月１９日～、午前９時３０分～

１１時３０分（全６回）

ところ　市民総合体育館

対象者　市内在住・在勤の人　

定員　２０人　参加費　１０００円

持ち物　上靴、飲み物、タオルなど

申し込み　４月２４日～５月１２日ま

でに生涯学習課〔(２０)０３９０〕（土・日

曜日、祝日は除く）へ（申し込み多数

の場合抽選）

問い合わせ　山野　誠太郎さん〔 ０８０

(１４０２)５２４９〕

少年軟式野球体験教室

とき・ところ　４月２２日、２３日、

午前９時～正午、いずれも高辺台小学

校（雨天中止）　※都合の良い時間に直

接会場へ。

対象者　小学生の男女　参加費　無料

持ち物　野球道具（貸し出しもあり）、

運動のできる服装、運動靴、飲み物

問い合わせ　吉岡　秀明さん（ジュ

ニア金剛）〔０９０(１７１０)５８６８〕　

※詳細は、ホームページ〔http://jr-

kongo.xii.jp/〕をご覧ください。

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。

●市民総合体育館  　  (24) 2265

４/１２

●青少年スポーツホール  (29) 3778

休みません

●総合スポーツ公園    (35) 2121

休みません

●図書館　

中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

４/３、１０、１７、２４、５/１

●公民館　

中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

４/３、１０、１７、２４、２９、５/１、３～５

●人権文化センター    (24) 0583

４/２、９、１６、２３、２９、３０、５/３～５

●児童館  　　　　　  (25) 0666

４/２、９、１６、２３、２９、３０、５/３～５

●青少年センター  　  (24) 1451

４/３、１０、１７、２４、２９、５/１、３～５

●すばるホール  　　  (25) 0222

４/３、１０、１７、２４、５/１

※５/３～５は午後５時３０分で閉館。

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

４/５、１２、１９、２６、５/３

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

４/１、２、８、９、１５、１６、２２、２３、

２９、３０、５/３～５

●総合福祉会館　　    (25) 8261

４/２９、５/３～５　※毎週木曜日は浴

場の利用はできません。

●かがりの郷  　　　  (20) 6070

４/２９、５/３～５　※毎週月曜日は浴

場の利用はできません。

●けあぱる  　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる  (28) 8668

４/３、１０、１７、２４、５/１

●農業公園サバーファーム (35) 3500

４/３、１０、１７、２４、５/１

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館    (26) 0110

　旧田中家住宅　  　  (25) 6771

４/３、１０、１７、２４、５/１

●きらめきファクトリー  (24) 5500

休みません

●消防本部・消防署    (23) 0119

　金剛分署　　  　　  (29) 0119

　消防災害情報案内0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス（防災無

線音声確認） 0800 (805) 5653
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　最近、本市において、市役所・日本年金機構職員を名乗る者から「医療費や保険

料の還付金を振り込む」と言って、無人のＡＴＭ（現金自動預払機）へ誘導し入金

確認を装い、お金を振り込ませようとする手口の還付金詐欺の事象が報告されました。

　保険料などの還付金の受け取りなどについて、市役所などの公的機関職員が電話

でＡＴＭでの手続きを促したり、預（貯）金口座の暗証番号を聞き出したりするこ

とは、 絶  対  に ありませんのでご注意ください。
・ ・ ・

　もし、このような不審な電話がかかってきた場合は、電話をいったん切り、市役

所や警察署にご連絡ください。

還付金詐還付金詐欺欺にご注意ください！
ちょっ

と待っ
て

ちょっ
と待っ

て！！

～その振り込み、大丈夫？～

医医療療費費や保保険険料料
の還付

無人の

ＡＡＴＴＭＭ+

そそれれ「「還還付付金金詐詐欺欺」」でですす

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

保険年金課　(内線１５0、１５7)、福祉医療課　(内線１５８、１５９)、

高齢介護課　(内線１７５、１7６)、富田林警察署　〔(２５)１２３４〕
問い合わせ

広告枠

広告枠
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